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 安全面への気配りを 

校 長 安田 一也 

雨に濡れる紫陽花から、太陽に向かって咲く向日葵へのバトンタッチが待たれる７月です。 

 さて、３年半にわたって猛威を振るった新型コロナウイルス感染症の感染症状の５類への分類変更

から間もなくふた月を迎えます。児童は、新型コロナウイルス感染予防での経験を活かしながら、係や

当番、委員会等の様々な場面で張り切って活動しています。 

しかし、つい張り切り過ぎて、見落としがちなことに「安全面への注意」が挙げられます。脇目を振

らず夢中になって取り組んでいると、安全面への意識が薄れ、思わぬ怪我をするおそれがあります。そ

こで、今月は「安全」をテーマにします。 

今から９５年前の昭和３年、「産業界での自主的な～（中略）～安全意識の高揚と安全生活の定着を

図ること」を目的として、７月１日が「全国安全の日」に制定されました。また、７月１日から７日ま

でを「全国安全週間」として位置付け、現在も厚生労働省が中心となって全国で安全に関する啓発活動

が展開されています。産業界においての安全面への対策や啓発が主なものですが、業種横断的な労働災

害防止対策では、学校教育の場でも活用することができます。下に一例を挙げます。 

 

 

 

 

 

 

 

通路における段差や突起物の解消、安全情報マップの活用、暑さの具体的な指数による把握、暑さへ

の順を追っての慣れ、熱中症予防への知識理解を深める教育等を安全対策のキーワードとして、上記の

一例から異業種の取組に学ぶことや再確認をすることができます。 

また、先月、九州の美容専門学校で、親睦を深めるＢＢＱの場において消毒用アルコールを加えたこ

とに起因する炎上事故が発生しました。新型コロナウイルス感染症予防で手軽に使用してきた薬剤に

よる事故です。使い方を誤ると取り返しのつかないことにつながることを警告しているようです。現

在、インフルエンザや新型コロナウイルス、ウイルス性胃腸炎等の各種感染症の予防対策が優先されま

すが、国を挙げて安全への啓発を図る「全国安全週間」が制定された目的を踏まえつつ、「あせらず、

あわてず、あなどらず」の３つの「あず」を合言葉に全ての教育活動では安全を最優先させ、児童の健

康安全はもとより施設設備の事故防止にも努めてまいります。 

各家庭や地域におかれましても、「よそ見をしていると怪我するよ」「あわてて自転車に乗ると危な

いよ」「暑さを我慢していると熱中症になるよ」など普段の会話の中に安全に関わるメッセージを込め、

具体的な声かけをしてくださると助かります。今月もどうぞ、よろしくお願いいたします。 
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（１）作業通路における段差や凹凸、突起物、継ぎ目等の解消 

（２）照度の確保、手すりや滑り止めの設置 

（３）危険箇所の表示等の危険の「見える化」の実施 

（４）災害事例、交通安全情報マップ等を活用した交通安全意識の啓発 

（５）WBGT値（暑さ指数）の把握とその結果に基づく適正な作業環境管理 

（６）計画的な熱への順化期間（暑さに慣れ、その環境に適応する期間）の設定 

（７）熱中症予防に関する教育の実施 


